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1．⾃⼰紹介
2．関係⼈⼝論再考
3．中播磨地域の関係⼈⼝とは︖

今⽇の議論の⽅向性のメモ…
• 関係⼈⼝の創出

 関係⼈⼝をどのように増やしていくか︖（交流⼈⼝をどうやって関係⼈⼝にしていくか︖）
• 地域コミュニティへの受け⼊れ

 関係⼈⼝や移住者者等をどうやって地域コミュニティの⼀員として受け⼊れるか︖（地域コミュニティに
参加してもらうことが重要）

• いただいた、この⽅向性に関
連付けて、15分〜20分程
度で私から話題提供をした
いと思います。
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31．⾃⼰紹介

略歴

• 1978年10⽉︓愛知県⽣まれ
• 2003年03⽉︓愛知県⽴⼤学外国語学部ドイツ学科 卒業
• 2006年03⽉︓岐⾩⼤学⼤学院地域科学研究科 修了
• 2010年07⽉︓筑波⼤学⼤学院システム情報⼯学研究科 修了

博⼠（⼯学） 取得
• 2010年08⽉︓筑波⼤学 博⼠特別研究員
• 2010年09⽉︓（財）計量計画研究所都市・地域計画研究室 研究員
• 2012年11⽉︓筑波⼤学システム情報系社会⼯学域 助教
• 2015年04⽉︓福⼭市⽴⼤学都市経営学部・⼤学院都市経営学研究科 准教授
• 2017年04⽉︓兵庫県⽴⼤学環境⼈間学部・⼤学院環境⼈間学研究科 准教授

専⾨ • ⽇独の都市計画・まちづくり

受賞 • 2010年度⽇本都市計画学会論⽂奨励賞
• 2012年度⽇本都市計画学会年間優秀論⽂賞

留学 • 2004年04⽉〜2005年03⽉︓独エアフルト⼤学国家学部社会科学科
• 2008年04⽉〜2009年03⽉︓独ベルリン⼯科⼤学第6学部都市・地域計画学科

語学 • 2012年02⽉︓ドイツ語技能検定試験1級合格
HP • https://sites.google.com/view/otanaotaka2020/

41．⾃⼰紹介（今⽇の話の前提）

• ⼤江万梨・濵⽥悠輔・神原秀政・⽶⽥達海・太⽥尚孝（2019）「関係⼈⼝の増加に向けた提案と関係⼈⼝が果たす役割に関する考
察－家島諸島を事例に」『兵庫地理』, 64, 105-113  
 http://www.lib.kobe-u.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000003kernel_90006046 

家島×関係⼈⼝…

• 2018年度︓離島における関
係⼈⼝のあり⽅を家島を事例
にリサーチ

• 2019年度︓家島の関係⼈⼝
創出PJを研究室、いえしまコン
シェルジェ、姫路市地域おこし
協⼒隊とのコラボ企画として実
施「いえしまカフェPJ」



51．⾃⼰紹介（今⽇の話の前提）

• ⻄島優・福島瀬⾥・阿部舞・永瀬紗織・太⽥尚孝（2020）「地⽅都市における⾃治体アンテナショップの現状と改善案の提案 : 「ふる
さと宍粟PR館きてーな宍粟」を事例として」『兵庫地理』, 65, 75-85 
 http://www.lib.kobe-u.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000003kernel_90007186 

宍粟×関係⼈⼝・・・

• 2019年度︓⾃治体アンテナショップ
の現状調査としてきてーな宍粟のリ
サーチ

• 2020年度︓宍粟市の関係⼈⼝
創出PJを研究室、宍粟市役所、宍
粟市地域おこし協⼒隊、きてーな宍
粟とのコラボ企画として実施「しそうは
ちみつコラボPJ」

62．関係⼈⼝論再考（そもそも論）
関係⼈⼝の定義…

• 「関係⼈⼝」とは、移住した「定住⼈⼝」でもなく、観光に来た「交流⼈⼝」でも
ない、地域と多様に関わる⼈々を指す⾔葉です。

• 地⽅圏は、⼈⼝減少・⾼齢化により、地域づくりの担い⼿不⾜という課題に直
⾯していますが、地域によっては若者を中⼼に、変化を⽣み出す⼈材が地域に
⼊り始めており、「関係⼈⼝」と呼ばれる地域外の⼈材が地域づくりの担い⼿と
なることが期待されています。https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html



72．関係⼈⼝論再考（概念図）

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html

82．関係⼈⼝論再考（国レベルの取り組み例）
令和2年度モデル事業採択団体（全25団体）・・・

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/discription/index.html

洲本市の試み
• 地元出⾝の社会⼈

（⼤学卒業⽣）と地域
との双⽅向の情報交流
のためのホームページの
制作、卒業⽣等の実践
活動や活動拠点整備に
ついて検討するワーク
ショップの開催、卒業⽣
メーリングリストの作成を
⾏う。

• 都市部の⼤学との連携
や、関係⼈⼝の受け⼊
れやサポートの経験が豊
富な協議会などと連携し、
継続的な活動を⾏う。



92．関係⼈⼝論再考（国レベルの取り組み例）

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/model_detail/r02_04_sumotoshi.html

• 「これからの地域に必要
なものは、おもろいを貫く
偏愛と、同じ志をもつ仲
間だ­」

102．関係⼈⼝論再考（県レベルの取り組み例）
関係⼈⼝創出・拡⼤スクール・・・

• ⼩規模集落への⽀援に向け外部⼈材（関係⼈
⼝等）の活動を推進するため、街中（都市）に
おける各種団体・個⼈の調整や集落における課
題解決にかかる取組に対する活動調整を⾏う
コーディネーターを育成します。

• 併せて、関係⼈⼝創出・拡⼤を⽬指す集落の各
種団体等のリーダー⼈材に対し、実践につながる
知識習得も図ります。

• スクールでは、1.地域への⼊り⽅、2.地域の現状
や課題を的確に捉えた地域カルテの作成のすす
め、3.地域からみたアドバイザーとは、4.地域の
攻めの事業について学ぶとともに、地域活動・課
題解決のための意⾒交換の場を提供し、コーディ
ネーターや活動団体のリーダーを育成します。

https://www.yume-hyogo.com/natureinfo/natureinfo10195/



112．関係⼈⼝論再考（中播磨地域レベルの取り組み例）
アーバン・イノベーション・ジャパン・・・

背景

• 近年、東京圏・⼤阪府への転出超過数が増加傾向に
あり（H26︓560⼈→H30︓758⼈）、中⼩企業を
中⼼に⼈⼿不⾜は深刻なもので、姫路をはじめ播磨地
域全体の経済の低迷が懸念される。

課題
• 姫路市出⾝者や姫路に興味のある⼈など、潜在的に

姫路に移住してくる可能性がある⼈に情報を届けられて
いない。コミュニケーション⼿段が確⽴できていない

求める解決策 • 姫路市出⾝者や姫路に興味のある⼈と新しいコミュニ
ケーションの⽅法を確⽴すること

付加的・発展的な
要素

• 播磨地域全体の魅⼒発信、企業や地域を巻き込んだ
コンテンツづくりなど

想定する
実証実験内容 • 新たなコミュニケーション⼿法やツールについての実証

求める
スタートアップ像

• 単なるHPやSNSの活⽤ではなく、独⾃の切り⼝で移
住・定住施策や関係⼈⼝づくりなどの取り組みを⾏って
いるスタートアップ

スタートアップに求
める条件

• 協働期間中に姫路市に⼀度は⾜を運んでいただきたい
姫路市の発信するコンテンツを含めアドバイスをいただけ
るとなおよい

提供可能な
データ・環境等

• 姫路市の施策及び統計データ
姫路市アプリ、Facebook、LINEといった情報発信チャ
ネルの統計データ

プログラム終了後
の本格導⼊ • 2020年度中に本格導⼊したい

122．関係⼈⼝論再考（中播磨地域レベルの取り組み例）
現場での活動・・・

http://ieshimacon.com/

• 中⻄和也（2019）「家島諸島(兵庫県姫路市) 家島観光事業組合 ⺠間中⼼の観光で諸島全体を活性化 : 海運・採⽯・漁業に次ぐ第4の産業に」しま
64(4), 28-33
 http://www.nijinet.or.jp/Portals/0/pdf/publishing/shima/257/shima_257_02.pdf

• 中⻄和也（2017）「家島群島(いえしまぐんとう)(兵庫県姫路市) 島の魅⼒発掘をなりわいに 」しま 63(1), 38-43
 http://www.nijinet.or.jp/Portals/0/pdf/publishing/shima/250/shima_250_03.pdf

中⻄ 和也/ナカニシ カズヤ
• 1985年⽣まれ（⼤阪市出⾝）
• 熊本の⼤学を卒業後、２級建築⼠の免許を取得
• ⼟⽊施⼯管理会社や都市計画系のシンクタンクに所属
• その間に、フリーター・ニート⽣活も経験（︕）
活動内容
• 島外からのお客さんを案内する観光ガイド
• 島内で唯⼀のカフェ「海がみえるカフェ スコット」の運営
• 島の海産物を使った特産品の企画や販売
• 島の空き家を活⽤した移住促進

http://shimakatsu.ieshimacon.com/

「週末島活」（関係⼈⼝＋αの可能性︖）
• 家島で観光以上、移住未満の週末を過ごしたい⼈へ



132．関係⼈⼝論再考（私なりの理解）
関係⼈⼝の理解…

① 今まで存在していたがなんとなくであった都市でも中⼭間でも地域との関り・思
いを明⽰化し、政策展開した点はキャンペーン（例︓観光以上・移住未満」
としても⼤変画期的。

② 地域と関りを持ちたい場合に、実際には様々なグラデーションがあり、定住化が
必ずしもゴールではないと含意していることは⼈⼝減少時代にもマッチ。

③ とはいえ、関係⼈⼝は、⼀⾒さんではなく、その地域に対して思いがある⼈であ
り、これを「ファン」だと理解すると、魅⼒づくり、マーケティングが必然に。

④ また、仮に関係⼈⼝を何らかの⽅法で計測しなければならない場合は、これま
でとは違った判断基準（指標）でアプローチすることが必要に。

⑤ 関係⼈⼝を増やすことはベースであるとしても⽬的ではなく、⽬的は当該地域
の課題解決や地域の存続可能性を⾼めていくことにあるはず。

142．関係⼈⼝論再考（これまでの経験を踏まえて）
関係⼈⼝だから何だ…

• 地域と関わっている当該本⼈にとっては⾃分が関係⼈⼝であろうとなかろうとど
うでもよい。
 カテゴライズに過度に注⼒することは全く無意味で⾮⽣産的。

• 関係⼈⼝という⾔葉で曖昧にできる余地が増えたことが、関係者に安⼼を与
えつつ、本来やるべき・やらなければいけないこともぼやけさせていはいないか。
 ⾔葉や概念が変わっただけで、実態としてやることはほとんど変わりない︖

• とはいえ、うまくこの流れをキャッチできる地域（⾃治体）とできないところでの
差はさらに拡⼤傾向に。
 成功・失敗をどのように判断するかは別にしても、地域資源の再検討（再

評価＋付加価値）と発信（ターゲット＋⼿法）はあらためて必要に。



152．関係⼈⼝論再考（コロナと関係⼈⼝）
⾮現地訪問時代の関係⼈⼝…

• コロナウイルスにより、現地訪問⾃体
も困難に（特に関係⼈⼝がホットな
テーマとなっている過疎地域では⼼
理的にも困難に）。

• そうなると、少なくとも現状ではクラウ
ドファンディングやふるさと納税などの
購買や資⾦的⽀援（応援メッセー
ジ）などがより重要に︖

• ⼀体、何が本当に当該地域にとって
重要なのかがよく⾒えない状況に。

163．中播磨地域の関係⼈⼝とは︖（議論の頭出し）
関係⼈⼝の創出…
• 実態理解︓Webでも何でもいいのだが、そもそも中播磨地域というレベルとして関係⼈⼝の創出や地域コミュ

ニティへの受け⼊れとして何かやっているのか︖
 空間スケールとして認識されているのか︖必要性はどこに︖あるとすればどのような成果と課題︖

• 潜在性・可能性︓中播磨地域の関係⼈⼝は現実的にはどのようなパターンがありうり、どのようなことが彼ら・
彼⼥らに期待されるのか（マンパワー︖資⾦的援助︖応援団︖PJ企画︖）︖
 出⾝地︖⼤学︖就職︖姫路城︖

• 実践⽅法︓仮に中播磨地域というレベルで関係⼈⼝の創出や地域コミュニティへの受け⼊れが今後、さらに
必要になるとすれば、それは何のために、どのような⽅法で⾏うことが可能か︖
 当然、⾃治体間・地域間での連携や情報共有は必須であり、⼈的交流や頑張っている⼈たち、施設に

対して投資をすべきでは︖

地域コミュニティへの受け⼊れ…
• 前提条件の理解︓そもそも、既存のマンパワーと仕組みでは地域が成り⽴たない危険性が⾼く、現況の正確

な認識と、他者を受け⼊れる寛容性がなければ関係⼈⼝も移住者も何もないのでは︖
 協働・共⽣の前提にはwin-winの関係の構築と信頼（透明性・説明責任）が必要では︖

• 地域資源の再考︓例えば、『集落の教科書』のような形で地域資源の再考に基づく、受け⼊れ側の地域コ
ミュニティ側の再整理もこの際、必要では︖
 関係⼈⼝はまさに「⾵の⼈」︖移住者もそのきっかけ︖


